
令和５年度

校内研究報告会

栃木県立富屋特別支援学校
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令和６年３月１２日（火）



１ 目的
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•新学習指導要領の趣旨及び栃木県教育振興基本計画の
基本理念に則り、生きる力を育む教育を推進するため、
研究主題に基づき、教育課程上の課題や成果について
協議することにより、教育課程の改善・充実に資する。

•児童生徒の自信と意欲を育てる指導の充実を目指し、
研究主題に基づいた授業計画、実践、評価、改善に組
織的に取り組む。



２ 研究主題

3

Ａ
自立活動の指導における子どもの主体的な取り
組みを促す効果的な指導と評価の在り方

Ｂ
各教科等を合わせた指導における、各教科の基
礎的な知識・技能を確実に習得させるための個
に応じた効果的な指導と評価の在り方

Ｃ
社会的・職業的自立に向けて必要となる資質・
能力を着実に育成するための個に応じた効果的
な指導と評価の在り方
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　　　　　年度

学校

課題

～7月 8月 9月～ ～7月 8月 9月～ ～7月 8月 9月～ ～7月 8月 9月～ ～7月 8月 9月～ ～7月 8月 9月～

Ａ

Ｂ

Ｃ

令和４（2022） 令和５（2023） 令和６（2024） 令和７（2025）

「児童生徒が
主体的に取り
組める自立活
動の指導内容
の工夫」

「社会的･職
業的自立に
向け、生き
て働く力の
育成を目指
した指導内
容と評価の
工夫」

「各教科等にお
いて身に付いた
資質・能力の定
着を目指した、
生活単元学習
の効果的な指
導と評価の在り
方」

令和２（2020） 令和３（2021）

研究対象

・小学部

・教職員

・現状と課

題の確認

・課題設定

・研究の骨

子案作成

教
育
課
程
研
究
集
会

校

内

伝

達

会

の

実

施

協

議

に

基

づ

き

必

要

に

応

じ

課

題

の

修

正

・課題の明

確化と共通

理解

・「自立活

動」（特設）

年計の見直

し→ 実践

研究対象

・中学部

・現状と課

題の確認

・課題設定
・研究の骨

子案作成

研究対象

・高等部

・現状と課
題の確認

・課題設定

・研究の骨

子案作成

・課題の明確

化と共通理解

・新学習指導

要領を踏まえ

た年計の見直
し

・個に応じた

「職業」の指導

内容の検討

・課題の明確化
と共通理解

・「生単」の年間

計画の見直し

＊各教科との

関連を視点に

・研究対象単元
の焦点化と指

導方法の検討

・個に応じた

「職業」の指導
実践と評価

・検討と改善

・次年度実施
に向けた年計

の見直し

教
育
課
程
研
究
集
会

高

・研究の

実践と評

価

のまとめ

・次年度

実施に向

けた年計

の見直し

教
育
課
程
研
究
集
会

中

・研究実践内容と成果

の共有（小高）

研究対象

・中学部

・「★ 」における個に応じた

指導内容の検討と実践

＊卒業後の生活を見据えた
資質・能力の育成の視点に

・年計の見直し

★研究対象教科等については今
後、検討

教
育
課
程
研
究
集
会

高

教職員の「自立活動」に

関する研修の実施

研究対象

・高等部

・研究の方法、計画の作成

・主体的な取り組みを促す「自立活動」について

の研究の検討→実践→評価
・研究のまとめ

・「自立活

動」（特設）

指導内容

の工夫と

実践

・研究の

まとめ
・実践の継

続

・新年計による「生単」の実施
→評価→検討・改善→実施

・研究のまとめ
・実践の継続

・研究実践内

容と成果の共
有（中・小）

・小学部にお

ける課題と研
究の方向性

の検討

研究対象

・小学部

・研究計画

の作成
・「生単」の

年計、単元
の見直し

教
育
課
程
研
究
集
会

研
究
成
果
発
表

研

究

の

ま

と

め

校

内

伝

達

会

・

6
年

間

の

研

究

成

果

に

つ

い

て

報

告

・研究実践内容

と成果の共有
（中高）

研究対象

・中学部
・研究の方法、

計画の作成

・主体的な取り
組みを促す「自

立活動」につい
ての研究の検討

→実践→評価

・研究の

まとめ
・実践の

継続

教
育
課
程
研
究
集
会

学
習
指
導
部

自
立
活
動
係

・研究実践内

容と成果の

共有（高・中）

・中学部段階

での主題Ｃに
ついて、課題

の明確化と

研究の方向

性の検討

・研究計画の
作成

教
育
課
程
研
究
集
会

小

・新年計による「生単」の実施

→評価→検討・改善→実施

教
育
課
程
研
究
集
会

中

・研究のまとめ

・実践の継続

研究対象・小学部

・課題の明確化 ・研究計画作成
・「★ 」における個に応じた指導内容の検討と

実践 ＊卒業後の生活を見据えた資質・能力

の育成の視点に
・年計の見直し ・実践 ・研究のまとめ

★研究対象教科等については今後検討

研究対象・高等部

・研究計画の作成
・「生単」の実施→評価

→検討・改善→実施

・研究実践内容と

成果の共有（小高）

・高等部における

課題と研究の方向

性の検討

・研究の

まとめ
・実践の

継続

・研究の

まとめ
・実践の

継続

教
育
課
程
研
究
集
会

小

・研究実践内

容と成果の共

有（中小）

３ 研究計画



４ 実践報告
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【研究主題A】高等部

学校課題
「児童生徒が主体的に取り組める

自立活動の指導の工夫」
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（１）研究の主な内容
①研修

「自立活動」について
・教職員の意識の向上
・３つの視点の確認

②事例検討
・個別の教育支援計画について
→実態把握、課題の抽出などの記入の仕方
→活用方法について

・各課程、グループに分かれての検討
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（２）昨年度の取り組み
事例検討会（６月、７月）

課程Ⅰ、課程Ⅱ（各学年ごと）、重複課程→１事例ずつ
・個別の教育支援計画様式２を基に対象生徒の実態把握
・ねらいと指導内容、手立てについて確認
・VTRによる検討

事例検討会②（１１月）
これまでの指導経過についての報告及び検討

研修会（２月）
個別の教育支援計画様式２について
・指導の評価と改善等について
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（３）今年度の取り組み
①研修（５月）

「高等部における自立活動について」
・自立活動とは
・自立活動の指導のポイント
・高等部における自立活動
→高等部での自立活動について共通理解を図る
→3つの視点について確認
→特設の自立活動がないため、指導場面の設定を
明確にする
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②事例検討（６月、１０月、１月）
☆課程Ⅰ、課程Ⅱ（各学年ごと）、重複課程で１事例ずつ
・実態表を基に対象生徒の実態把握（６月）
・中心的な課題と指導内容、手立てについて確認（６月）
←着眼点：興味・関心、得意なこと等
←主体性：「自己選択や気持ちを表出する場の設定」
・これまでの指導経過についての報告及び検討（１０月、１月）
→VTRを資料として活用
・指導の成果と課題について検討（１月）
③研修（２月）
・指導の評価と改善について
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【実践事例】

対象生徒： （高２・Ⅱ課程）S生徒
自閉症 療育手帳A1

【実態】

・バスや下校確認表が好きである。

・慣れていることであれば、発声やお辞儀をしたり、指定の場所に移動したり
することができる。

・自分が知りたい物や文字、不安なことがあると、その文字や方向を指さし、
何をするのかを言うよう要求することがある。
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・特に昼食前は、お腹がすいて不安定になりやすい。早食いで食べ終
えるのが早く、他の人が食べている様子を立って見ていたり、声や音を
立てたり、友達を叩きにいったりすることがある。

・大きな音や小さい子の鳴き声に敏感で、イヤーマフを着用している。
不安や注目行動として、大きな音をたてたり、物を蹴ったり倒したり、衝
動的に特定の人を叩きに行ったりすることがある。

１学期の様子
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指導内容 主体性を引き出す工夫

①昼食後に手持ち無沙汰にならないよう、個別
教材を用意したり、係の仕事をお願いしたりする。
また、S生徒が好きな曲を聴いて、穏やかに過ご
せるようにする。

②気持ちが不安定になる前に、S生徒が好きな
活動（下校確認表）を少し取り入れたり、近くに
教師がいて関わりをもてるようにしたりする。

①S生徒がこれまでに経験したことがある、
マッチングや一対一対応、プットイン課題等を用意
した。また、給食のときに本人が好きなクラシック
曲の音楽を流した。

②「下校確認表」を差し出し、S生徒が知りた
いところを指でトントンとし、教師が「〇〇
さんは、△△で帰ります。」と言うやり取りを
する時間を設けるようにした。

【目標・指導場面】

一日の中で、安定して過ごすことができる時間を増やす。
（日常生活、各学習指導）
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【手立て】
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①昼食後に今までにやったことがある課題に取り組むのを繰り返し行ったことで、
ルーティン化し、教材の準備・片付けまで自分で行えるようになった。課題に取り
組んでいるときは、落ち着いて過ごせるようになった。

②S生徒の視界に入るところに下校確認表を置いておくと、
自から必要なときに下校確認表を取りに行くようになった。
下校確認表を安心グッズとして持ち歩き、下校確認のやり取りを
する機会を設けることで、現場実習や集会、授業など、新しい
所や苦手なことでも、好きなことを通して穏やかにその場で過ご
すことができることが増えてきた。

【生徒の変容】
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S生徒の自立活動「心理的な安定」の取り組みで大切だったこと



事例検討会

実態把握

課題の
抽出

評価

指導方法

ポイント！
興味・関心

得意なことは？

興味・関心をもっ
て取り組めたか

実態表の
活用

将来につなが
る力

主体的な取り組み
であるか？

指導場面
は？

解決可能で取り組
みやすいものか

（４）研究の成果



＜アンケート結果より＞
①「具体的な授業場面」

日
所
生
活
の
指
導

作
業
学
習

生
活
単
学
習

流
通
サ
ー
ビ
ス

情
報

家
庭

職
業

保
健
体
育

音
楽

数
学

社
会

国
語

③「主体的に楽しめる活動」

②「興味・関心等に注目」



18

（５）今後の課題
☆高等部の自立活動において大切にしたいこと
自立活動の授業を特設していない学部なので・・・

どの場面で指導を行うか
を明確に位置付ける

学校生活だけでなく、
将来の社会生活を見据えた
自立活動の目標設定

主体的に取り組める
指導内容や手立て

今後の社会生活に
生かせる力を養う

自己理解
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【研究主題Ｂ】小学部

学校課題
「各教科において身に付いた資質・
能力の定着を目指した生活単元学習
の効果的な指導と評価の在り方」
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（１）研究の主な内容

①生活単元学習の各単元における系統性の検討

②生活単元学習の各単元における各教科等との

関連の明確化と単元配列の工夫

③各学年共通単元「買い物学習」での授業実践

（指導内容・評価の在り方の検討）
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（２）昨年度の取り組み

各学年共通単元（季節・行事・買い物等）
におけるねらいの系統性の検討

各教科等との関連の明確化

１段階⇒２段階⇒３段階

＊新学習指導要領に記された各段階の目標・内容をもとに検討
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「買い物学習」での授業実践(事前学習）

各教科等との関連

実体験に近づけた
教材教具の工夫

・教科を意識した教材の工夫
・各教科の単元配列の工夫

国語関連
【３段階】買い物手順表

【単元配列の工夫】小学部４年
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共通単元「買い物をしよう」
１段階 ２段階 ３段階

知識
技能

・お店での買い物の仕方に
関心をもつことができる。

・お店での買い物の仕方を
知る。

・お店での買い物の手順が
分かる。

思考
判断
表現

・自分の好きな品物を選ぶ
ことができる。

・教師の援助を求めながら
品物を購入することができ
る。

・目的に合わせた品物を自
分で探し、一人で買い物が
できる。

学び

・買い物に関心をもち、教師
と一緒に取り組もうとする。

・買い物の仕方を知り、自分
なりに取り組もうとする。

・買い物の手順が分かり、見
通しをもって進んで取り組も
うとする。

ねらいの系統性の検討と改善

（３）今年度の取り組み
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単元で「何を学んだか」がわかる
振り返りを目指そう！

授業改善のポイント
・振り返りシートの検討と改善
・事後学習の授業展開
・児童の実態を踏まえた適切な目標の
設定と評価

「買い物学習」での授業実践(事後学習）



25

これまでの振り返りシート

ねらい【３段階】
・お店での買い物の手順がわかる。【知・技】
・目的に合わせた品物を自分で探し、一人で
買い物ができる。【思・判・表】
・買い物の手順が分かり、見通しをもって進
んで取り組もうとする。【学】

（例）小５「買い物学習をしよう」

こうがいがくしゅうの おもいで

５年３組 とみやはなこ

この振り返りシートで、
単元で「何を学んだか」
がわかるかな？

振り返りシート（児童用）の検討

事前学習での教科的
な視点は？
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学級で振り返授業を行うため、
幅広い実態に応じた振り返り
シートになってしまう。

単元の「ねらい」と「まとめの授
業」を結び付ける意識が弱い。

実態別のシートを工夫する。さ
らに事前学習やまとめの授業
の学習形態を検討する。
（実態別グループ学習）

「ねらい」を意識して、まとめの
授業・振り返りシートを考えて

みよう！

各教科等との関連性も忘れずに！！

問題点
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・お店での買い物の仕方に関心を持つことができる。
【知・技】

・自分の好きな品物を選ぶことができる。【思・判・表】
・買い物に関心を持ち、教師と一緒に取り組もうとする。【学】

【実践例】１段階 ＊２年生
学級で実施

ねらい

写真と実物の活用

自分で選んだ品物がわかる

「できた！」達成感がもてる振り返り

事後学習の
ポイント

・教師と一緒に自動販売機で飲み物を買う
経験をする。
・自分の好きな飲み物を選ぶ。

学習内容
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授業の様子 振り返りシート＊一部抜粋

どんなきもち？

「できた！」達成感を示
すイラスト

買い物の様子
自分が買った
ジュース

りんごじゅーす
買ったよ！

自分が買ったジュースの
ペットボトルをペタン！

できた！
ぱちぱち（拍手）
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・お店での買い物の手順が分かる。【知・技】
・目的に合わせた品物を自分で探し、一人で買い物ができる。

【思・判・表】
・買い物の手順が分かり、見通しをもって進んで取り組もうと
する。【学】

【実践例】３段階 ＊５年生
グループ別で実施

ねらい

・家族から依頼された品物を自分で探し、一
人で買い物をする。

（ドラックストアでの買い物）

学習内容

買い物の手順（生活）

扱った金銭（算数）

わかったこと・できたことを言葉で表現（国語）

今後の生活へのつながり

事後学習の
ポイント
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授業の様子 買い物をしよう「事後学習 １／２時」

買った品物

おつりでもらった金額

買い物の
手順

買い物の感想

次に買いたい
品物は？

（２／２時で記入）

事後学習
１時間⇒２時間に変更

振り返りシート
【児童用】の改善
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授業の様子 買い物をしよう「事後学習 ２／２時」

いろいろなお店の
品物について考えよう

グループでの話し合い

スーパーには何が
あるかな？

レストランは？

お店ごとの品物分類表

次に行きたいお店は？
買いたい品物は？

スーパーでお寿司
を買いたいです

次はどんなお店で
買い物したいですか？
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児童の実態を踏まえた適切な目標の設定と評価

振り返りシート【教師用】の活用

個人目標と評価

授業の反省と改善点
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（４）研究の成果

段階に応じた
ねらいの設定

学習の積み重ね
段階に応じた指導

各教科との授業関連による
相乗効果

「わかる」授業は主体的な学びへ

効果的な指導の在り方を検討し、授業改善ができた

⇒様々な単元や教科授業にも徐々に反映されている

「できた！」成功体験
は自信と意欲へ

各教科等との
関連性を踏まえた指導

「何を学んだか」が
わかるまとめと評価
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小学部教員アンケート結果

Q. ２年間の研究実践を通して、生活単元学
習と各教科等の関連性を意識して指導する
ことができたか。

十分できた

まあまあできた

できなかった

わからなかった

Q. 「買い物学習」の評価に関する振り返り
シートや事後学習の授業改善によって、児童
が主体的に学ぶ姿が見られたか。

十分に見られた

見られた

少し
見られた
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（５）今後の課題

実態別グループでの指導
実態・目標・評価に関する
教員同士の共通理解

単元指導計画の見直し
各段階を意識した
指導内容や時数等の検討

生単・各教科等で改善を継続していく

各教科を意識した
学習内容と評価

各単元における実践の継続
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【研究主題Ｃ】中学部

学校課題
「社会的・職業的自立に向け、
生きて働く力の育成を目指した
指導内容と評価の工夫」
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（１）研究の主な内容

① 職員間での共通理解

② 作業日誌の導入・改善

③ 職業・家庭科の指導内容の見直し

④ 模擬即売会の実施
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（２）令和４・５年度の取り組み
①職員間での共通理解



②作業日誌

③職業・家庭

④模擬即売会

⑤即売会アンケート



②作業日誌の導入
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42

生徒教員

基本的作
業能力
コミュニ
ケーション



②作業日誌

③職業・家庭

④模擬即売会

⑤即売会アンケート
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作業学習

校内実習

働くための学習

・挨拶・報告・返事 ・時間内がんばる

・いろいろな作業に取り組む など

毎日 働くための学習

・体力、体調管理 ・責任をもって

・失敗してもがんばろうの気持ち

・自分から進んで ・誰かのために など

違いは？

「働くこと」は？

③ 職業・家庭科の指導内容の見直し



目標を明確に
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事後学習（ワークシート）

＜おもて＞ ＜うら＞



②作業日誌

③職業・家庭

④模擬即売会

⑤即売会アンケート
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④ 模擬即売会の実施

みんなが分かる

目標を意識した取り組み
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① ていねいな接客をしよう

② 完売をめざそう

③ 他の班のよいところをめざそう



②作業日誌

③職業・家庭

④模擬即売会

⑤即売会アンケート
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丁寧に扱おう

良い製品を作ろう



②作業日誌

③職業・家庭

④模擬即売会

⑤即売会アンケート



②作業日誌

③職業・家庭

④模擬即売会

⑤即売会アンケート
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目標の明確化
挨拶、報告

働くことの意義

働くイメージ、意欲作業日誌

職・家の見直し
模擬即売会

（４）研究の成果
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目標

実践

自己評価

他者評価

課題の

明確化
自信と意欲



56
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（５）今後の課題

実践の場を広げる

長期的に継続する

普段の指導に
取り入れる

教材、マニュアル等
を引き継ぐ

どこでも

ずっと



５ 研究のまとめ
～チーム富屋で大切にしたいこと～

すべての指導目標の基本となるのは

的確な実態把握

子ども一人一人の

良いところ 興味・関心できること

に着目することを大切に!!
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「わかる！」
学習内容・授業展開

「できた！」
達成感がもてる評価

「やりたい！」
興味関心に基づく

教材教具

チーム富屋で目指す授業づくり

【主体的な学び】

【自信】【意欲】



新学習指導要領における

主体的な学び 対話的な学び

これらを実現
させるために

小さな改善の積み重ね

学習内容は？

教育課程は
適切？

各教科の時数は？

学習形態は？

新しい単元が
必要？

深い学び



５ 今後の研究について
Ｒ4・5 Ｒ6・7

【研究主題Ａ】高等部 中学部

【研究主題Ｂ】小学部 高等部

【研究主題Ｃ】中学部 小学部

＊教育課程研究集会（令和６年８月）
研究主題A（高等部）
研究主題B（学習指導部自立活動係） 発表予定
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おわりに

チーム富屋で 子どもたちに笑顔を


